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カスタマージャーニーマップを活用した要求獲得における
実現可能性を考慮したインサイト評価手法の提案

実現可能性を考慮したアイディア評価手法の適用

今後の課題

CJMを活用したアイディア創出問題点 アイディア評価手法の提案

人が商品やサービスの存在を知り、購入するま
での一連の過程を”旅”として捉え、その行動を
時系列で可視化することで顧客の真の要求を
獲得するCustomer Journey Map(CJM)は誰で
も簡単にインサイトとしてアイディアを創出する
ことが可能であるが, 創出されたアイディアが活
用されアクションにつながることは少ない.

Customer Journey Mapの作成

CJMの活用目的により, アイディア評価も基準にも差異が出てくることが考えられる.今後は異なるケースに対しても
適用をしていくことで体系的な手法の確立をしていき, インサイトの質を客観化してくことが必要であると考えられる.

実現可能性を考慮した評価手法を導入することで, 第三者でも具体的なサービス実現へ向けた道筋がイメージできる
ようなインサイトへと発展させる一定の効果が確認された. 第三者から共感や理解を得られるような形にすることは, ア
クションにつながる価値のあるアイディアとするために非常に重要である. 

CJMから導出されるインサイトの質を再度見直
すことにより, 次のアクションにつながる良いイ
ンサイトが自然な形で導出されることを促す. 
アイディア評価手法の導入により, 実現へのイ
メージが具体化できるようなアイディアへと発展
させることを提案する.
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実現可能性を考慮したアイディア評価
1) 技術的実現性
2) 独自性・新規性
3) ビジネス価値評価
- 重要性
- 頻度
- マネタイズ

ID Team A : アイディア評価を実施しない Team B :  アイディア評価を実施

1 サッカーソング専用のサイトが欲しい 電子チケット

2 サイトの行き来が面倒くさい 参加アーティストの曲をまとめて予習できる

3 好きな選手が出ないことがある 予想のセトリを知ることができるサービス

4 移動時間に合わせたプレイリストが欲しい グッズの在庫がわかるアプリ

5 スタジアムが広すぎて席がわかりにくい 健康状態を知ることができるアプリ

6 スマホで物販情報を知りたい フェス参加者が繋がれるSNS

7 勝ち目がないとみられなくなる可能性がある 好きなアーティストを登録

8 負けたらマイナス気分を引きづるかも 出展情報を知る有料で優先して買えるサービス

9 帰りが混雑する 実際のセトリをまとめられるサービス

10 良いプレーのクリップ集が欲しい 車両別に（フェスの）音楽が流れる有料のフェス仕
様の特急列車

11 次回のライブ情報通知

共感できるような不満や課題の羅列に
なってしまう. 主観的な評価となりがち.

新規事業のイメージがつきやすいイン
サイトが導出され, 評価された.
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